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科目名 特別研究
英文表記 Advanced Research 平成24年3月

科目コード 6301

教員名：メディア情報工学科全教員
作成

技術職員名：

対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間

科目目標

・十分に先行研究に関するサーベイを行った上で研究テーマに関する課題を設定し、計画的に研究でき
る。
・得られたデータを解析・考察できる。
・適切な表現で報告書を記述できる。
・研究テーマに対して、研究背景や結果、考察を口頭で適切に発表できる。

総合評価
特別研究中間発表会における発表および質疑応答の内容（20％）、および特別研究中間報告書の内容
（80％）で評価し、60％以上を合格とする。

創造システム工学専攻・情報工学コース 必 履修 6単位 実験 通年

達成度目
標と評価
方法

科目達成度目標（対応するJABEE教育目標） 達成度目標の評価方法

情報工学に関する基礎知識や技術を応
用し、研究テーマに対して計画的かつ自
主的に調査、実験、データ収集することが
できる。また、調査や実験で得られた結果
を分析し、議論・考察することができる。こ
れらの内容について日本語で発表できる
プレゼンテーション能力を養う(A-3)。

特別研究中間発表会における発表および質疑
応答の内容で評価する

研究背景、実験内容、実験結果、考察を
論述できる論文作成能力を養う(A-3)。

特別研究中間報告書の内容で評価する

研究分野の基礎知識習得

本科・専攻科
教育目標

JABEEプログラム名称 メディア情報工学

JABEEプログラム教育目標 A-3

授業概
要、方針、
履修上の

注意

指導教員のもとで個別に研究に取り組む。研究背景の理解、テーマの設定、問題解決のための研究計
画立案、研究遂行、報告書・プレゼンテーションによるまとめを行い、技術者・研究者としての基礎を学
ぶ。研究期間は2年間とし、1学年においては研究の基礎から中間段階まで取り組み、2学年において研
究を完成させる。研究の進捗状況報告を特別研究中間発表会および特別研究中間報告書によって行
う。

システム開発、実験によりデータを収集・解析し、考察
を行う。

研究計画の立案 先行研究等のサーベイ・学習を通して得られた基礎
知識を基に研究を計画する。

口頭発表会

教科書・
教材

テーマ毎に担当教員が提示する

授 業 計 画

授 業 項 目 授 業 内 容
自学自習

（予習・復習）内容

研究の背景、基礎知識などの学習

文献等の調査
関連する研究分野の文献調査

135

研究の進捗状況や今後の展望について口頭発表を
行う。

データ収集・解析・考察

学習時間合計 実時間
自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間（試行）



①

②
③

学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

備考欄

この科目はJABEE対応科目である。


